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1 KT-180106 - A 鋼板欠損探査装置
横波超音波(SH波)を用いて鋼板の表裏面の腐食やき
ず等の欠損を探査する装置 技術概要 1 発表資料 3

2 QS-210009 - A
中圧噴射機械攪拌工法(MITS
工法CMS-ICTシステム)

ICT対応高機能バックホウタイプ地盤改良機を用いた
中圧噴射攪拌による変位低減型地盤改良工法 技術概要 10 発表資料 12

3 QS-210060 - A
高耐久材料を用いた薄型・軽量
な歩道床版「ESCON歩道床版」

ESCON製歩道用プレキャストRC床版 技術概要 20 発表資料 22

4 KT-210092 - A
デジタルカメラ三次元計測シス
テムPIXXIS2

CADと連携する土木・鋼構造向け高精度三次元デジ
タルカメラ計測システム 技術概要 30 発表資料 32

5 QS-200056 - A
水中ポンプ自動制御ユニット
(オートポンプユニット)

水中ポンプに取り付けることにより水位による運転ｰ
停止の自動制御が可能となるユニット 技術概要 51 発表資料 53

6 HK-220001 - A CSドレーン工法
プラスチックボードドレーン工法のドレーン材地中残置
深度の管理手法 技術概要 61 発表資料 63

7 CG-210016 - A
耐震耐風目隠し通風フェンス（カ
クスルー）

耐震耐風設計を施しJIS準拠荷重試験及び衝撃試験
に合格した、防犯・プライバシー保護及び立入防止目
的で設置する全方向100％目隠し通風アルミフェン
ス。

技術概要 74 発表資料 76

8 KT-200003 - A 円形鋼管切梁「Circular Strut」
X(強軸)-Y(弱軸)方向に関わらず断面性能が一定の
円形鋼管を用いた切梁 技術概要 82 発表資料 84

9 KT-210038 - A
ハイパーボラード（耐衝撃性車
止めポール）

抵抗本数1本で一定の耐衝撃性能を有するボラード 技術概要 94 発表資料 96

10 KT-210104 - A
ワイヤロープ式防護柵用支柱カ
バー

ワイヤロープ式防護柵支柱に二分割で容易に取付け
できる視認性向上着色高輝度支柱カバー 技術概要 106 発表資料 108

11 TH-160010 - VR 吸水性泥土改質材 「ワトル」 改質材の吸水効果による泥土の即時改良 技術概要 118 発表資料 120

12 KT-130010 - VE
フル・ファンクション・ペーブ
(FFP)

防水機能や凍結抑制機能を併せ持つ多機能型排水
性舗装 技術概要 129 発表資料 131

13 KT-200075 - A ハイドロスタッフ工法 プラスチック製雨水地下貯留浸透工法 技術概要 145 発表資料 147

14 KK-220014 - A STEP-IT工法
先端スクリューを用いた軟弱地盤処理工における静
的締固め工法 技術概要 155 発表資料 157

15 KT-220032 - A
後付衝突警報及び車線逸脱警
報装置「モービルアイ」

建設機械車両の後付衝突警報及び車線逸脱警報装
置 技術概要 165 発表資料 167

16 KK-220028 - A フラットバー付敷鉄板
斜面対応の段差付敷鉄板で、経済性・施工性の向
上、工程短縮及び産業廃棄物の削減に繋がる。 技術概要 175 発表資料 177

17 QS-200063 - A
枯れにくく走行・歩行しやすい芝
生舗装「ハニカムグリーン」

車や人の荷重を分散させて芝生を守る保護材と保水
性や透水性に優れる多孔質礫質土壌を使った路面緑
化技術

技術概要 183 発表資料 185

18 CB-120037 - VE 水圧四面梁
矢板設計の開削工事で使用する土留機材で、腹起材
が伸縮する事により、妻方向、桁方向同時に腹起材と
切梁材を設置する事が出来る。

技術概要 192 発表資料 194
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技術概要 

技術名称 CS ドレーン工法 
担当部署 

錦城護謨(株) 
土木事業本部技術部 

担当者 山内義文 

NETIS 登録番号 HK-220001-A 電話番号 072-992-6630 

社名等 CS ドレーン工法研究会 MAIL yoshifumi.yamauchi@kinjogomu.jp 

技術の概要 【錦城護謨 HP_CS ドレーン工法への QR コード】 

 

 

 

 

１．技術開発の背景 

ドレーン材の共上りや破断はドレーン材の自記記録計の目視等により対応してきた。地上

部での確認となるためドレーン材の撓みや風などにも影響され精度よく計測できるシステム

が求められていた。 

２．技術の内容 

 本工法は、被感知材付きドレーン材、ケーシング先端に内蔵された感知装置(センサー)、

地上部の施工管理装置から構成されケーシング引抜時にセンサーによって被感知材付きドレ

ーン材が感知されドレーン材の打設状況を地中部で的確に把握できます。 

３．技術の効果 

 従来の地上部での確認に比べてケーシング先端の地中部で計測できるので風や雨などの自

然環境やドレーン材の撓みなどの影響を受けず精度よく計測できる。また、共上り等の定量

的な把握ができ品質が向上し、打設ミスの減少によりロス率が低減し、施工性が向上する。 

４．技術の適用範囲 

軟弱地盤対策としてPVD工法を採用する現場。例えば盛土工事、用地造成工事、埋立工事

など盛土を伴う工事。特に、打ち止め層の地盤強度が小さい場合や中間止めなどドレーン材

の地中残置深度の品質管理が必要な現場に適用。 

５．活用実績（2021 年 8 月現在） 

国の機関 141 件（九州 9 件、九州以外 132 件）、 

自治体  133 件（九州 23 件、九州以外 110 件） 

民間     2 件 
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６．写真・図・表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図―２ CS ドレーン工法のシステム図 

図―１ CS ドレーンの断面形状と仕様 

表―１ 従来工法との比較表 

図―３ 従来工法との比較 
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CG-210016-A 

担当部署 代表取締役

担当者 吉村哲男

NETIS登録番号 電話番号 ０８３６ー７２ー１１７２

会社名等 通気ブラインド工業株式会社 MAIL tukiblind@aroma.ocn.ne.jp

技術の概要

　地震災害時に、老朽化或は構造的欠陥が有る補強コンクリートブロック塀が倒壊し、多く

の痛ましい事故が過去発生して来ました。気象庁資料によりますと、１９９５年の阪神・淡路

大震災より現在までの震度６弱以上の地震の発生頻度は、それ以前の４６年間の約１６倍

以上です。

　また、既存ブロック塀の実地調査をされた大分大学の発表論文によれば、塀の３８％に

縦筋の法令違反、５６％に基礎規格違反が有るとされています。

　重量構造塀の危険性を回避する必要性が、現在求められていると考察致しました。

　耐震耐風目隠し通風フェンス（カクスルー）は、補強コンクリートブロック塀に要求されてい

る機能（隣地境界・防犯・プライバシー保護・防火）を充たします。

　両側面が凹凸形状の２種のアルミ中空材を縦桟とし、交互に組み合わせてパネルを構

成する事で、全方向に対して１００％の目隠し機能を有しながらパネル全体が通風機能を

有します。（開口率１０．３％）

　また、軽量構造（GW２ー１５　１２．８６ｋｇ／㎡）なので、製品高さ３ｍでも控え柱を必要と

しない単柱構造で、建築基準法施行令第８８条に基づく耐震二次設計に耐えます。

　建築基準法施行令第８７条に基づく耐風設計（基準風速３８ｍ／Ｓ）を、標準設計として

います。また、基準風速４６ｍ／Ｓにも、ボルトをM１０に変更する事で対応可能です。

　JIS基準準拠による鉛直荷重・水平荷重・衝撃荷重試験に合格しています。

　表面処理は、表面積に占める腐食面積が０．２５％未満に達する期間が約２０年のJIS

H８６０２の複合被膜です。（軽金属製品協会指針）

　予め現場を実測し適応させたフェンスパネルを工場で加工組立て出荷し、現場で支柱

に取り付けるだけの容易な作業なので、省人化が図れる。

　控え柱を必要としない単柱仕様なので、土地の有効利用が図れる。

　全方向１００％目隠し構造で有りながらパネル全体が通風機能を持つので、湿気の滞

留を防ぎ住環境を良好に保つ。

　工場で全ての加工を行い現場に搬入するので、現場での粉塵の発生や廃棄物の抑

制に繋がる。

　カクスルーはアルミ製なので、官庁営繕補助資料に依れば耐用年数が４０年である

のに対し、両面化粧補強コンクリートブロック塀は（社）日本建築学会によるとおよそ３０

年なので、ネチス提出資料より施工規模２０ｍの年当たりイニシャルコストを算出すると

GW２ー１５が２９２６９円／年で、両面化粧補強コンリートブロック塀が３５９７２円／年と

なりますので、カクスルーの方が約１８．６％安価となります。

　表面処理がJISH８６０２複合被膜なので、鋼製フェンスに使用される耐用年数がおよ

そ１０年のウレタン塗装やフッソ塗装と比較して、美観も長く保つことが出来ます。

・耐震耐風設計を施した製品なので、災害時に重要な施設となる防災拠点及び避難

３．技術の効果

４．技術の適用範囲

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要　

２．技術の内容

耐震耐風目隠し通風フェンス
（カクスルー）

技術名称
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通路周辺施設及び緊急輸送道路近接施設外構に適用。

・土地の有効利用活用が必要なヶ所

・プライバシー保護を重視しながら、通風機能で湿気の滞留を防ぐ機能が必要なヶ所

　製品規格として高さ０．８ｍ～３ｍがあります。

自治体（中国１件）民間（中国１件）

耐震耐風目隠し通風フェンス（カクスルー　GW２ー１５）設置状況

　　　　　小串警察署阿川警察官駐在所新築工事

　　　　　宇部市M社外壁改修工事

　　　　　GW２型全方向１００％目隠し通風パネル

　　　　　縦桟２種配列状況

６．写真・図・表

５．活用実績（２０２２年１０月１０日現在）
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NETIS登録番号  KT-210038-A 

担当部署 本社営業部（九州駐在）

担当者 花田 直樹

電話番号 080-4006-6059

会社名等  帝金株式会社 MAIL hanada@teikin.co.jp

技術の概要

昨今、ブレーキとアクセルの踏み間違えによる店舗等への突っ込み事故や交差点における

車同士の接触事故による歩道への乗り上げ事故が後を絶たない。帝金では「人命を守る」

というスローガンのもと、2019年耐衝撃性車止め「ハイパーボラード」を開発した。

従来のボラード機能（車両の視覚的進入抑止、歩行者・危険物等への接触防止の注意喚起等）

に加えて、新技術では細いパイプのユニットを支柱に内蔵することにより、車両の衝撃吸収力が

向上し、安全性と品質の向上が図れる。また、土中式杭基礎を採用することにより基礎部分も

粘り強く衝撃を吸収し、車両の歩道側への進入量を低減できる。

細いパイプのユニットを支柱に内蔵することにより、車両の衝撃を吸収でき、歩行者の安全

および乗員の衝撃も柔らげるため、安全の向上を図れる。

また、先端が絞られた杭基礎を使用したことにより、打ち込み時、土を外側に押し出しグリップ

力が強化されるため、周辺の転圧が不要。また養生期間も不要な為、工程の短縮が図れる。

生活道路や通学路の交差点および歩車道境界。

　

３．技術の効果

１．技術開発の背景及び契機

　

２．技術の内容

　

４．技術の適用範囲

　

技 術 概 要　

 ハイパーボラード
（耐衝撃性車止めポール）

技術名称

（適用にあたり、関係する基準およびその引用元）

・道路の移動等円滑化整備ガイドライン　/  防護柵の設置基準・同解説 ボラードの設置便覧

　全国で約 12,000基 納入　(2020年1月～現在）

  国土交通省　　北海道～沖縄（43都道府県・各市町村でご採用）

５．活用実績（2022年9月20日現在）
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６．写真・図・表
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